
 

 

 

 

    

、

出産後 2 ～ 3日の母乳が出る量はごくわずかですが、生まれて 

すぐの赤ちゃんの胃はとっても小さいので、それで不足することはまれです。 

 出産後 2 ～ 3日の間に分泌される母乳を"初乳"といいます。ほんのちょっぴ

りの初乳にはたくさんの免疫物質が含まれており、お腹の中から出てきたばか

りでまだ病原体や菌に触れていない赤ちゃんを守ってくれる特別なものです。 

 

初乳は、

特別！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

母乳はママと赤ちゃんの 

共同作業で作られます。 
ママが赤ちゃんと触れ合ったり、赤ちゃんがおっ

ぱいを吸ったりする刺激で母乳に関わるホルモン

が上昇し、母乳が作られます。できるだけ長い時

間触れ合い、赤ちゃんが欲しい時に欲しいだけ飲

むことで、母乳の分泌が増えてきます。 

 
うまく飲める 

おっぱいの含ませ方。 

ママが痛みを感じたり、飲ませている時に
チュッチュッと音がするのは浅い飲み方です。
赤ちゃんの口の端っこにママの指を入れて乳
首を離させ、やり直してみましょう。 

赤ちゃんがおっぱいを欲しがって、あ～ん
と大きな口を開いたタイミングで、乳頭から乳
輪あたりまで口の中に含ませましょう。 

 
 

 

 

生まれてすぐの赤ちゃんとママのコミュニケーション 

早期母子接触（Skin to skin contact） 
〇出産後できるだけ早く始める 

〇赤ちゃんをしっかり拭き、裸のままママの胸に置く 

〇赤ちゃんに温かい毛布などをかける 

〇ママは両手でしっかりと赤ちゃんを支える 

 

 

 

 

 

 

 

 
生まれてすぐの赤ちゃんは、状態が急変する可能性があるため、医師や助産師のサポートのもと 

で行うことが大切です。施設によって実施の方針が異なるので、出産前に相談しておきましょう。 

 

出産前にお医者さんや助産師さんと相談しておきましょう 

●子宮外の生活への適応の助けになる 

●心拍数・呼吸数・体温・血糖値が安定 

●泣きの時間が減る 

●おっぱいを見つけて吸うことを覚える 
 

ママと触れ合う 

ことで赤ちゃんは 

●子宮の収縮を促す  

●産後の痛みを和らげる 

●赤ちゃんが出すサインに気づきやすくなる 

赤ちゃんと触れ

合うことでママは 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

赤ちゃんにとっていいこと              ママにとっていいこと 
 

●乳幼児突然死症候群の発症率の低下               ●子宮の戻りを促す 

●将来の糖尿病の発症リスクの低下                 ●体重を早く戻す 

●小児期の肥満の低下                          ●整理の再開を遅らせる 

 

母乳育児は赤ちゃんにも、ママにもいいこといっぱい。 

母乳には、赤ちゃんを病気から守る免疫物質や酵素やホルモンなどが含
まれています。また、母乳は消化が良く、赤ちゃんの脳や体の発達に適した
配分になっています。   母乳育児はママにとってもいいことがありま
す。 

 

授乳スタイルは 

ひとつではありません。 

母乳で育てるのがいいのか、育児
用ミルクも使った方がいいのか、迷
っている方も多いのではないでしょ
うか。結論を言えば、どちらでも大
丈夫。赤ちゃんは元気に育ち、愛情
はしっかり伝わります。 

 
パパも授乳できます。 

 ●温度は人肌程度 

●育児用ミルクの濃さは説明書通り 

●搾乳した母乳を哺乳瓶であげることもできます 

●乳首を深くくわえさせます 

●飲み終わったらゲップさせます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤ちゃんが欲しがる時に、欲しがるだけ。 

生後数日の赤ちゃんは、とて

も頻繁に母乳を欲しがります。

欲しがる時に欲しがるだけあげ

ましょう。まずは片方のおっぱい

をじっくり飲ませて、また欲しが

ったら反対側から授乳します。 

 

 

足りてるのかな？と不安にな

ることもあるかもしれません

が、体重がちゃんと増えていれ

ば大丈夫です。 

 

 

頻度や時間等の目安 
（赤ちゃんによっても、タイミングによっても異なります） 

●授乳回数：１日８～１２回以上 

●授乳間隔：数分～５時間程度 

●授乳にかかる時間：数分～３０分程度 

●１回で飲む量：２０～１５０ｇ 

育児用ミルクの場合も、赤

ちゃんによって授乳量は異

なるので、回数よりも１日

に飲む量を中心に考えます 

赤ちゃんが十分に飲めているサイン 
まずは、赤ちゃんの様子に注目しましょう。 

おしっこの回数もよい目安になります。 

●肌に張りがあって、いきいきとした元気な様子 

●１日に色の薄い尿で５～６枚おむつが濡れている 

●１日に少なくとも８回授乳している、飲みたいだけ飲んでいる 

手を口に    手や足を    舌を出す   おっぱいを吸う  口でおっぱいを 体をもぞもぞと  クーハーという 

持っていく   握りしめる          ように口を動かす   探すしぐさ    動かす   ような柔らかい声をだす 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授乳中はいつでもおこ

りうるが、特に産後早

期の授乳に慣れていな

い時期に多い。 

授乳中はいつでもおきるが、特に産後３～

４日目以降に発症することが多い。 

授乳中はいつでもおきうるが、

特に産後２～３週間ごろに発症

することが多い。 

授乳時や触れた時に感

じる、乳頭の痛み、傷。 

（通常、片方の）おっぱいに痛みを伴う張り

がおこり、母乳がうっ滞している部分が硬

く触れる。 

（通常、片方の）おっぱいの硬く

張っていた部分が赤くなって

激しく痛む、発熱し、だるさを

感じるなど体調も悪化。 

赤ちゃんがうまくおっ

ぱいに吸着できていな

いことによって生じる

乳頭の傷。 

母乳が乳腺の中に溜まることによって生

じる炎症 

●授乳間隔が空きすぎた 

●赤ちゃんのおっぱいへの吸着が上手に

飲み取れなかったなど 

乳腺に細菌が感染して生じる

炎症。 

赤ちゃんが飲みやすい

授乳の姿勢（ポジショ

ン）になっているか気

をつけ、おっぱいのく

わえ方を確認してみま

しょう。特に深くくわえ

ているかをチェックし

ましょう。 

まずは赤ちゃんのポジションや吸着を確

認し、赤ちゃんが上手に飲めているかを確

認してみて。 

その上で、以下の方法を試しましょう。 

●不快感がとれる程度に軽く授乳する 

●休息を十分にとって頻回授乳をし、授乳

間隔を空けすぎない 

●症状がひどい場合は、 

鎮痛薬が処方されることがあります 

●乳房マッサージによって、おっぱいの血

行を改善させ、乳管の開通をよくします 

化膿性乳腺炎は抗菌薬による

治療が必要になりますので、疑

われた場合は医師の診察が必

要です。 

温めるのと冷やすのとどちら

がよいか、乳房マッサージをし

た方がよいか、授乳を続けても

大丈夫か、授乳する場合はどち

らのおっぱいから授乳し始め

るのがよいか、担当医に相談し

ましょう。 

おっぱいが痛くなったら。 

産後のおっぱいのトラブルとして、乳頭損傷（乳首が切れること）や乳腺炎が聞かれます。乳腺炎には、母

乳のうっ滞によって炎症がおこるうっ滞性乳腺炎（うつ乳）と、うっ滞性乳腺炎が悪化して細菌が感染した

化膿性乳腺炎があります。適切な対処で改善するので、慌てずに、以下の対応を取ってみてください。 

 

乳頭損傷 うっ滞性乳腺炎 化膿性乳腺炎 

おきや

すい時

期 

症

状 

原

因 

対

処

法 

家族や周囲の人のサポートが大事です 

生まれたばかりの赤ちゃんへの授乳は、出産後のお母さんにとっては大仕事。家事の分担を決

めておきましょう。寝られる時にはできるだけ寝て、悩みを聞いてもらったり、助けてもらいま

しょう。お住まいの自治体にも産後ケアなど様々な支援制度があるので、相談してみましょう。 

 

問い合わせ先 
 

たつの市健康福祉部健康課 母子健康支援センター「はつらつ」 

たつの市龍野町富永４１０番地２ TEL：０７９１－６３－５１２１ FAX：０７９１－６３－２１２２ 

厚生労働省 2019年度子ども・子育て支援推進調査研究事業「授乳・離乳の支援ガイド」の普及啓発に関する調査研究 

 

授乳や赤ちゃんの成長に関して心配や知りたいことがあれば、 

病院や保健センターの助産師や看護師、保健師に相談することができます。 


